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ば ら さい こ ろ じい

昨 今 の 「超能 力 ブー ム」 は、3年 前 の ユ リー ・ゲ ラー

の来Hか らは じま って 、 い まだ に話題.の種 はっ きない、,

昨 年5月 には 、 オ ラ ン ダの透 視 家G・ ク ロ ワゼ ッ トが

来 日 し、 当時 行方 不 明 中 の女 児(水 死 体)の 所 在 を言 い

当て て騒 がれ た し、 今 年 に な って はつ い2か 月 ぼ ど前 、

東 京 で「意識 力学 国 際 シンポ ジ ウム」が数 口に わた り開催

され 、お堅 いNHKが 珍 し くも その模 様 を伝 えて い た。

意識 力学(psychotronics)と い うこ とば は耳 新 しい

が、 こ れは ゲ ラー が興 行 に利用 しよ うと した 「念 力 」

(psychokinesis)と 同 じ類 いの もの とみ て よ い。 最近 で

は この念 力が、「精 神感 応 」・「透 視 」・「予知 」 な どの超 感

覚 的知 覚(extra-sensoryperception:ESP)と 共 に、

超心 理 学(parapsychology)の 主 要 な研究 テー マ とされ

て い るの を ご存 知 の 方 も 多い だ ろ う。

念 力やESPが マ ス コ ミで騒 が れ るた び に、 きま って

高 名 な心理 学 者た ちが発 言 を求 め られ る が、 これ を聞 い

て いて いつ も気 に な るの は 、 こ れ らの現 象(も 合 わせ 超

心 理 学 全般)に 対 す る彼 らの意 識 的 黙殺 と拒否 反応 で あ

る。 と きに は現象 の 存 在 や その 研 究 の学 問 的価 値 まで も

..一笑 に付 して しま うこ と さえ あ る
。

も とも と この種 の 現 象 は 、現 象 自体の 存 否 の確 認 を も

含 め 、容 易 に解明 しがた い もの だ か ら、 現 在の 心 理 学 の
ヤ

水 準 で 「解 らな い」 と しか言 え ない の は当 然 と して も 、

それ だ け に一一・層解 明 に努 め る な ら とも か く、 それ もせず
ぬえ

に なに も これ を鴨 の 如 くに忌 み嫌 うこ とは な い し、 ま し

て や軽 々 し く否定 し去 って も な る まい。

ここで 仲 間 うちへ の繰 言 を並 べ て い る私 自身 、 実 は超

心理 学 につ い て人 並 み以 ヒの 興味 も知 識 も持 って いない。

た だ 、科学 的 認識 の 枠の な かで は仲 々把 え難 い事 象 に対

しての 、 あの 過 敏 す ぎるVdど の 防衛 的態 度 の 裏 に、 こん

な もの に関 わ って い ては 「科 学 と して の心 理 学」 の品 格

を損 な うか も知 れ な い とい う、彼 らの迷 妄 を感ず るの で

あ る.

さらに 気 が か りなの は 、 わ が国 の この よ うな情 況 を よ

そ に、 世 界主 要国 の 超 心理 学 的 研 究 は着 実 に進展 して い

る ら しいの で ある。 風 聞 に よ れ ば、 米国 で は超能 力 者が

出 現 す る た び に研 究 者が群 が る し、 大学 で 超 心理 学 を教

科 に取 入 れ る とこ ろ も 多 くな った とい う。 ソ連 で は、透

視(clairvoyance)や 精神 感 応(telepathy)に 関 して

の か な り組 織 的 な研 究 が 行 わ れて い ると聞 く(も っ と も

こ れ は軍 事自勺目白勺に よ る ら しい)。

この よ うな情 勢 を反映 す るよ うに、1970年 、超 心 理 学

岩 渕 次 郎

に新 しい研r究雑i誌"Parapsychologicalreview"が

加 わっ た(伝 統 の あ る主 要 な研究 誌 と い(は 、1907年 か

ら昨 年 までvo1.70を 重 ね て い る"J.ofAmerican

SocietyforPsychicalResearch"や 、1937年 か ら

続 いて 今年vol.41を 数 えた"J,ofParapsychology!'な

どが あ る)。

超能 力 につ いて 、 は じめ て組 織 的 研究 を企 て たの は 、

1882年 、 ケ ンブ リッ ジ大 学 を中心 に して設{五 された 、 ロ

ン ドン心 霊 現 象研 究 会(会 長 に ベ ル グソ ンやWジ エ イ

ム スの 名前 もみ られ る)だ と されて い る か ら、「科 学 と し

て の心 理 学」 の 誕 生(1879年:ヴ ン ト、 ラ イプ ッ ィ ヒ大

学 に心 理 学 実験 室 創 設)と ほ ぼ同 じ位 の歴 史を持 つ こ と

に なる。

つ いで1930年 には 、 デ ュー ク大学 で超 心 理学 石斤究所 が

設 立 され、J・B・ ライ ン らを中 心 に 、特 定 の超 能 力者で は

な く学 生 や 一一・般 人 を被 験 者 に した、ESPの 本格 的実 験

研 究 が は じめ られ て い る。

こ こで は、 人 問の透 視 能 力 を、厳 密 に統 制 され た実験

条 件 の も と に測 定 し、統 計学的 処 理 を も含め た 自然 科学

的 研究 法 に よ る解 明 が試 み られ て い る(1934)、.

彼 らが 、 この結 果か ら透 視能 力の 存 在 をL張 して論 議

を捲 きお こ して以 来 、 米国 の超 心 理 学研 究 は本格 化 した

と い えよ う。

この よ うに超 心 理 学 は悪 魔 の学(demonology)でLも 神

秘 学(occultism)で も ない の で あ り、人 間の 超 常r勺kii#「{1

現 象 を科 学 的 に研 究 しよ うとす る点 で は 、%K,1:,pk!'r:の

一一領域 の 筈で あ る。

超 心理 学 が、 この100年 ば か りの歴 史の な かで積 み 重

ね て きた研 究 は彪 大 な もので あ る、,それ に も拘 らず 、 わ

れ われ の 知 りた い 「こ ころ」 の 未 知 な る領域 にっ い て、

彼 ら が これ まで に語 って くれた もの は余 りに も少 な い、,

しか し、 それ は な に も超 心 理 学 だ けの こ とで はな くて 、

人 間の 「こ こ ろ」 を対 象 とす る精 神諸 科 学 の そ れぞ れ が

辿 つて きた道 程 で も あ る。 それ だ け に ・層 、近 縁 領域 の

研 究 者た ちとの 協働 が望 まれ るの で あ り、少 くと も自 ら

にな じまぬ研 究 体 系だ か らと い って 、 かた くな に心 を閉

ざす こ とが あ って は な る まい。

数 日前 の 酵店 の 新刊速 報 に よれ ば 、超 心理 学 の 研究 の

集 大成 と して'MandbookofParapsychology"(B・

B・ ウ オー ルマ ン編)が 出 された とい う、,これ がわ が国

の 心理 学 界 に どん な波 紋 を投 じるか興 昧 深 い、、

(心 理 学 助 教 授)
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健 康 とは
い か な るもの か

河原林 忠 男

健 康 は 手紙 や挨 拶 で 、 日常 よ く使 わ れ る用 語 で あるが、

あ らた まっ て 「健 康 とは 一体 なん です か」 と問 われ る と

些 か説 明 に戸 惑 う。健 康 とは いか な る状 態 を指 して い る

かにつ い て は、健 康 観 、健 康 の 定 義 ・概 念 、健 康指 標 な

ど、文献 は枚 挙 に い と まが な く、健 康 法 に いた って は個

人差 もあ って 、F差 万別 で い ちい ち引 用 で きない くら い

で あ る。

ロー マ 詩 人Juvenalisの 詩の 一 節 「Menssanain

corporesano.」 、す なわ ち 「Asoundmindinasound

body.」 は古 来 有 名で あ り、健 全 な精神 が健 全 な身 体 に

宿 って ほ しい とい う祈 願 を現 わ す もの とい われ て い る。

健 康 は心 身 両 面の 良好 状 態 を指 す こ とに は異 論 が ない わ

けで あ る が、 世 界保健 機 構 の健 康 の 定義 は、周 知 の よ う

に、心 身 の み な らず 社 会的 に も完 全 に 良好状 態 で あ る と

きれ て い る。 このsocialwe11-beingに つ い て は抽 象 的

説 明 はで きる が 、具体 的 な こと に なる と論 議 が きわめ て

多く、 こ こで は述 べ 切 れ ない。

・体 心 身 の どの よ うな状 態 に価 値 を認 め るか に よ
って、

その 人の健 康 観 が きま って くる わ けで 、価 値観 は人 に よ

って異 な り、 また健 康 観 には時 代 的 変遷 が著 しい。健 康

と疾病 に関 して は 、 さら に正常 と異常 とい う概 念 が関 与

して い るが 、生理 学的 正 常f直が示 され てい るもの を除 き、

i}:常か異 常 か を:'=,f的 に把 握 す る ことは きわめ て むず か

しい。 こ とに精 神 の働 きの評 価 で は価 値 判断 とい う人 文

科'fI(1勺な側 面 を含 み 、問題 は さ らに複 雑 に な る。正 常 の

評価 は将 来 に残 された 重 要 な課題 で あ る とされ て い る。

「健 康 と1<t{nfか」 の 説 明 がむず か しい こ と を縷 々述 べ

たの で は答 に な らない ので 、結局 健 康 の定 義 は 、 よ くい

わ れ るよ うに、「健 康 とは 、心 身 と も に環 境 に適 応 して 、

有意 義 に生 き生 きと生活 す るσ)に都 合の よい状 態 をい う。」

と い うこ と にな る。 き らに説 明 を加 える と、「身 体 各 器 官

が その機 能 を ト分 に果た し、かつ 肉体 的 、精 神的 にバ ラ ン

ス が とれて い る こ と」、「人 間 生 活 の過 程 でお こる肉体 的、

精 神b<Jf'!荷にた え うる潜 在 力と環 境 に応 じる適 応 力 を も

っ こと」 か健 康 の 条件 と して指摘 きれて い る。

昭和18年 発行 の 「健 康 の 思索 」 とい う本 に 、亀 井勝 一

郎 氏 の 「人間の 生 存 に関 す る考察 」 が掲 載 されて い る0

その論 旨 は次 の よ うで あ る。「真 に健 全 な生 き方 とは い か

な るもの か は、 人 類 が生 存 して 以 来絶 え るこ と な く提 起

され た問題 で 、 東 西の 聖 賢 た ちの苦 悩 と思 索 に もか か わ

らず 、い ま なお解 決 は なし㌔ 人 世 は永 久 の漂 泊 で あ る。

この彷 律 は幾 多の 苫難 をも た らす だ ろ うが 、実 は そ こ に

人 間 の生 き甲斐 があ り、生 の 生 た る所 以 が あ る。 青春 時

代 は そ うい う人 生 の 第… 歩 で 、何 事 で あれ 、 自分 で 身 を

もっ て直 面 して み な け れ ば な らな い。 様 々 の こ とが あ る

だ ろ うが、その1つ1つ を味 わ う強 い意 力 と 、さら に進 む

勇 気 と を併 せ もつ こ とが青 春 の特 権 で あ る。」これ は戦 前

のことで大 分 勇 ましい話で あ る。 ま た現 在 の若 人 が人世 論

で 如何 な るこ と を論議 して い るか私 は よ く知 らない 。 し

か し人 間 生活 に は 日常 ス トレス はつ きもので あ って 、 こ

れ を解 消 しな が ら、仕 事 をつ づ け て い るわ けで あるか ら、

各 人 そ れぞ れ精 神 と身 体 の バ ラ ンスの 保持 につ いて 生 活

の 知恵 が必要 で あろ う。 某 新 聞 に 「社 長 に しか られ て 、

カ ッと な った時 、健 康 の 見地 だ け かhい えば 、 こ ち らも

な ぐ りにか か るの が一番 よい の だ が、 宮 仕 えの身 は そ れ

を許 さない。 そ こで我 慢 を重 ね る と、 ス トレス を招 き、

半健 康 人間 を作 り出 す 。」 とあ った が 、日常 生活 で は精 神

衛 生 や心 身医 学 との か か わ り合 い が ま こ とに 多 い。

過 日あ る会 合で 、「た えず健 康 に留 意 して健 康 を保 っ て

い る人 もあ り、不健 康 な生 活 を して も健 康 で あ る人 もあ

る」 とい うこ と を耳 に した 。健 康 法 の 個 人差 、健康 の レ

ベ ル の 多様性 を示唆 して い る と思 う。健 康 と疾 病 との 間

には 高度 レベ ルの健 康 か ら、 病 名 をつ け るほ どで は な い

が、愁 訴 とか 、罹 病傾 向 を もっ もの まで 、種 々の段 階 が

あっ て一 様 で は ない。 健 康 法 もそ の人 に合 っ た よ うに 、

かつ合 理 的 に行 うべ きで 、 一 律 に は論 じ られ ない 。

健 康 法 また は長 寿法 には 食 生 活 、体 育 、精 神 修 養 な と

数 え切 れ ない方 法 が あ る が、 や は り食 生 活 に関 す るも の

が最 も 多い 。衛 生 学分 野 で は 東北 大 学 名 誉教 授 故 近藤 正

一.二先生 の 食 生活 と寿 命 に関 す る研 究 が有 名で あ る。 高橋

英次 氏 は 「近 藤IE二 先生 の 足跡 を偲 んで」([本 衛 生学 雑

誌32巻2号 、昭52)の な かで 、「虚 弱 児 で あ っ た先 生 が80

歳 代 まで 生 き られた の は独 自の 食生 活 と歩 くこ との お 蔭

だ と常 に言 って お られ た こ とが 強 く印 象 に残 って お りま

す 。」ど述 べ て い る。私 は昭 和27年 頃 帯 広 で近 藤 先 生 の調

査 に同 行 し、先 生 の 食生 活 にっ いて 直 接 実地 指 導 を受 け

た こと をい ま思 い出 す。 何 目間 か真 似 を して みた が 、二・.

日坊 主 に終 って し まっ た こ とは暫悦 にた えな い。

(衛 生 学 講座 教 授)
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旭川医科大学談話会
本学 談 話 会 は、 本 学教 官 の専 門分 野 にお け る研究 発 表

を通 して 、教 官 、学 生 及 び関 係機 関 の 交流 を深 め る こ と

を 目的 に、去 る昭和49年1月 に発 足 し、本 年10月19[(水)

には 第33回 談 話 会 が行 わ れ ま した。

本 誌 で は従 来 、演 題 、演 者 を掲 載 し て来 ま した が、 発

表内 容 を記録 した い と い う学 生諸 君 か らの 要望 に応 え、

第31回 談 話会 以 降 の発 表 内容(要 旨)を 逐 次掲 載 す る こ

とと し ま したの で御 期 待 くだ さい.

(学 生 課)

第31回 談話会

び まん性 肺疾患1
お ける気道病変

昭 和52年7月6日

一

一

牧 野 幹 男

1〕 機 能変 化 と形 態 変 化 との 関 連 づ け

近 年 にお け る測定 方 法 と装 置 の 発達 に よ って 、各 器 官

の機 能 的 変化 にっ い ての 知 見 は飛躍 的 に増 加 しつ ・あ る。

病 理 形 態 学 は病 変 を観 察 し病因 を 考察 す る学 問 であ るが、

病 変 を機 能変 化 と直接 関 連 づ け る こ とは 般 に困難 で あ

る。 電 子顕 微 鏡 な ど装 置 の 発達 に よ って分 ヂレベ ルで の

観 察 も可 能 と な って い る が、微 細 な変 化 を追 求 す る と同

様 に器 官 全体 の 観察 す る工 夫 が され なけ れ ば な らな い。

そ れ によ っ て機能 変 化 と形 態 変 化 とを関連 づ けて 考察

す る こ とが 可能 と なろ う。

2〕 肺 に お け る気道 病 変 と肺胞 病 変

肺 の 機 能 に変 化 を生ず るび慢 性 肺 疾 患で は、 まず 肺 胞

の病 変 が注 目 され る。肺 の 最 も重 要 な機能 は肺胞 での ガ

λ交 換 で あ るか ら によ る。 一 方換 気 力学的 な面 か らは比

較的 大 きい 気道 の 変 化 が重 要 視 されて きた。 気 道 は 気管

芝か ら始 ま って2分 枝 つつ分 岐 し、20-25「 司の分 岐の末、

肺 胞 に達 す る。 分 岐 の 度 に口 径 は減 少 す る が、 断面 積 は

増加 す る。 した が って小 さ い気道 は空 気 の流 れ に対 す る

抵 抗 が小 さい。 直 径2mm以 下 の 気道 を"⊥ 流"、 そ れ以

上 の 気道 を"下 流"と して 、 別 々 に気 道抵 抗 を測定 した

成績 で は、前 者の抵 抗 力緩 者のほ"1/10に す ぎ な い こ とが

示 され た。 通常 の呼吸 機 能 検 査 で は 、気道 抵 抗 の 変化 に

よ る換 気 力学 的 変 化 を観 察 す るので 、 それ ぱ主 と して
＼'下流"の 変 化 を評 価 す るこ と にな る

。".r.流"の 変 化 は病

変 が 広範 で 強 度 で な けれ ば発 見 で きな い。 直径1～2mm

以 下 の細 小 気 道 は肺 の"Quietzone"と か"Silentzone"

とか呼 ばれ 、 この レベ ルで病 変 を早 期 に発 見す る検 査 方

法 が工 夫 され て きて い る。 そ こで これ ら細 小 気 道 が実 際

どの よ うな変 化 を示 してい るか、 全 体 と して 形態 的 に た

しか め る必要 が あ る。

3〕 観 察 方 法

肺 を生体 内 にお け る と同様 に観察 す る ため には 、適 当

な陰 圧 下 で膨 脹 した状 態 で 固定1.、 固定 液 を除去 して 乾

k

燥 す る。 この 目的 にポ リエ チ レ ング リ コー ル加固 定液 を

使 用 す ると 組 織 は適 当な水 分 を保 ち、 生 きて い る よ うな

美 しい 微細 構 造 を示 して くれ る。 肺 の 断面 につ いて 、 実

体 顕 微 鏡 ドに気管 支断端 を算 え、内 径 の 大 き さに よ って

頻 度 分 布 をっ くる。 同時 にpoint-counting法 によって 気

道 、血 管 、肺胞 、病 変 部 な どの 量的 比 率 を求 め る,,直 径

2mmJ'),ド の 細 小 気道 はrandomに と っ た組 織 標 本 よ り、

径 に よる頻 度 分布 、単位 面 績 中 の 平均 気道 数 、 気道 容 賦

な ど を算 出 し、病 変 の 種類 程 度 につ いて観 察 した.こ れ

らの 値 を正 常 肺 の それ と比 較 した、、

4〕 観 察 結 果 と考按

数 例 の肺 気 腫(小 葉 中心 型)で は、 気 腫件 変 化 はiに

よ り多く発生 す る。肺胞 破壌 は症例 によって 異 な るが30-

60%を 占めている。最 も顕 菩 な変 化 は細 小xiitiの 拡 張Z/.0

-1 .2mm径 の もの が最 大頻 度(正 常 で は0.6～0.8mm径)を

有 し、容 量比 が増 加 する。また 気道 を閉 塞狭 窄 す る粘lf菱栓 か

多く認 め られ た。平均 気 道 数 は正 常 で 気道 の 消 ゲミはない。

以 ヒの こ とか ら、肺 気腫 の 気道 抵 抗 増 大は 、径1～2mrn

以Lの 大 き な気道 の変 化 によるもので 、肺 胞組 織 の 支持 を

失 なった気道 壁Complianceの 増加 がi.f大1と考え られた、、

成 人 にお け る汎細 気管 支 炎は稀 な疾 患 で病 態 につ いて

は議 論 され つ ・あ る。 その 典型 的 と思 われ る症 例 で は、

細 小 気道 の狭 窄 が.L体 で 、径2mm以 ドの 気 道 の中 、径0.5

mm以 下 の もの が70%を 占め て い る(ilこ常 で は27%)、 。しか

し単位 面 積 中 の気道 数 は減 少 して お らず 広範 な狭窄 が認

め られ た。 しか もそ の 大部 分 が粘 液栓 に よ りl!lさ れて

いた 。正 常肺 胞 量 は 全組 織 の約75%を 占め(Ill常 で は87

%)、 肺 胞 の破壌 消 失 は軽 微 で あ っ た、,この 患 者 は肺 性 心

を伴 っ た呼吸 不全 によ り死 亡 したが 、 その}三因 は肺 胞 で

の ガス 交換 障害 に よ るので は な く、換 気而t流不均 衡 がL

因 と考 えられ た。

気管 支 拡張 症で は 大小 気道 の拡張 に よ る内腔 量の増 大

(全肺 量 の17%)と 周 囲fibrosisに よる肺 胞 量の 消失(全

肺 量 の50%以 下 〉 が認 め られ た。しか も細 小 気道 は0.5mm

径 以 下 の もの が50%を 占め て い る。 す な わ ち1二流細 気道

の狭 窄 と、 下流 気道 の拡 大 が同時 に存 在 し、 そ び)変化 は

急 激 に移行 す る。 した が って この疾 患 での 病態 生理 的i三

因 は、 狭窄 した細 気 管 支 に存 在 す る こ とが理 解 で き る。

以 ⊥ い くっ か の症例 にっ いて 形態 的 訓測 の成績 をのべ、

機 能 変 化 と形態 変化 を関 連 づ けて 考察 した.

(附 属病 院 検 査 部 教乎受)

第31回 談 話 会 昭 和52年7月6日

時 間 ・ 線 量 関 係

一TCD50と 時 間 ・線 量 関 係 一

菊 池 雄 一モ

近年 の放 射 線 治療 の 進 歩 は、 め ざま しい もの が あ る。

そ れは 一っ には 、 新 しい装 置 の 導 入 に よる もの で あ り、



も う っ には 、腫 瘍 学 の 進 歩即 ち、naturalhistoryの 把 握

に よ るもの で あ る,,し か しそれ に も かか わ らず 、 尚 かっ

悪 性腫 瘍 の死 因の'卜数 以 ヒは 、 局所 制禦 の 失 敗 に起 因 し

て い る.、それ で は、 どの よ うな方法 で 局所 の 制禦 が可 能

で あろ うか。 っ は 、時 閤線 量 関係 の 改善 で あ り、 二つ

目 に種 々の療 法 との併 用(高 圧 酸 素 、 化学療 法、 免疫 療

法 、r術 等)、 こつ 目にサ イ クロ トロ ン等 、 高LETの 使 用

で あ る。従 来 よ り我 々は 、'LI200rads週5回 、1000rads

の 線 量 分割 を行 って い るが 、 腫瘍 の 性 質 によりH二 回

で あ る とか 、 一日お きで あ る とか様 々 の照射 方法 が 考 え

られ 、併 用療 法 に お い て も、 益 々、時 閤線 量 関係 の 重 要

性 が認 識 され る、,我々 が、時 間線 量 関係 を考 え る場 合 、

Withersの 提 唱 した4R's"を 問題 にす る。 それ は 、1)

Repopulation2)Reoxygenation3)Recovery4)

Reassortmentで あ る。 多分 、Reoxygenationが 大 変

重 要 な役割 を 果た して いる と思 わ れ る が、個 々に解 明す

る事は 難 しし㌔ 我 々 が 治 療 の 改 善 を計 る時 、 多 くは 動

物 実 験 をふ まえ て 行 う。その意昧 においてTCD50(Tumor

ControlDose50%)は 、併 用 及 び種 々の時 間線 量関 係の

効 果 を測 るの に 大変 有 効 な方 法 で あ る。 まずTCDに つ

いて 説 明す る。TCD50は1966年 、Dr.Suitが 提 唱 した もの

で この概 念 は 、薬 の 中 毒性 をみ るLD50に 似 て い る。 こ

れの 重 要 なポ イ ン トは 、放 射 線 の感 受性 を単 に照 射 後 の

腫瘍 の縮 少 でみ ず 、100--120日 後 の局所 の腫 瘍 の 有無 で

判 定 してい る。(100_120f1は 、人間で い えば、5年 に相 当

す るので あ ろ う.)ま ず 最初 に マ ウ スの 右大腿 に腫瘍 を う

えつ け8mmに な 一♪た所 で 照射 す る。線量 は 、1000-7000

rads・500radsか ら1000rads程 度の 間隔 で1群5～

7頭 、randomに 照射 し120日 後 の 局所 の腫 瘍 の 有 無 を

調べ る。 横軸 に線 量 、縦 軸にcontrolrateを とるとSカ ー

ブに な り、更 に両 対 数で とる と直 線 に な る。 グ ラフ よ り

50%制 禦 され る線量 を求 め 、 これ をTCD50と 呼んでいる。

例 え ば、C3Hマ ウ スの 線維 肉腫 、 乳癌 、 扁平F皮 癌 の

TCD50は 各 々3729、5480、4934radsで あ る。高圧 酸 素 を

併 用 した時 、30psiで 腺癌 のTCD50は4790rads、gain

は1.2で あ る。この 様 な 方法 を用 いて 線量 分 割 の 改善 に関

す る研究 を行 っ て い る。 話 しが 少 し細 か くな るがIC3H

mouseの 乳癌 のTCD50は 、6500rads程 度で あ る。2回

分割 で は 、24時 間間 隔 か ら72時 …間 間隔 に な るに従 って線

量 が少 し大 き くな る。 しか し面 白 い事 に5回 の分 割 の場

合24、48,72、120時 間 間隔 で 各 々のTCD50は7890、

8870、7960、10760radsで72時 間の 間隔 が 一番 効率 が良

い と思 われ る。(正 常組 織 の 回復 を考 えて)こ の 傾 向 は

0・30psiに お いて も同 様 で あ る。 しか し10回 の 分 割で は

む しろ48時 間 間隔 が..一番 効 率 が 良 さ そ うで あ る 。 こ の

実 験 に用 い られ た 線量 は常 に1000rads以 ヒで あ るの で 、

す ぐに臨 床 に応 用 す る事はで きない。 更 に臨 床 レベルに近い

小 さな線 賦で よ り分割 回 数 を増 や した実験 が必 要であ る。

更 に これ らの 事 を裏 づ け る為 にmitoticindex(MI)の

測 定 に よ りMIと 縮 少 及 びTCD50と の 相 関 をみ た。

実験 腫 瘍 、 人 間のMI、LI(labellingindex)と 予 後 と

の 関連 は 古 くか ら行 わ れ、 良 い パ ラ メー ター とな り うる

か は、 大変 興 昧 深 い 問 題で あ る。8、24、48、72 、96時

間 お き に1000radsの 照 射 を6回 行い 、最後 の照 射 か ら6、

24、48、72、96時 間後 に組識 を と りHE染 色 し、MIを

調べ る。8時 間 間隔 で は 、 少 しmitoticactivityの 「口1復

があ る が、24、48時 間間 隔群 で は96時 間後 も 回復 が み ら

れな い。 又72時 間 間隔 で は、72、96時 間後 に わず か に 同

復 す る。 しか し96時 間 間隔 で は 、4{塒 間後 に 回復 し、96

時 間後 に大 き く回復 す る。 こ れ らの 群 の腫 瘍 縮 少の 程 度

は72、96時 問共 時 間 がた っ にっ れて 少 しず つ 増 大 を示 し

て い る。TCD50の 値 か ら も考 えて96時 閤 間隔 群 はMIと

よ く.・致 す るが 、72時 間 間隔 で は矛盾 を 来た す 。従 って

MIは 縮 少や 予後 の 良 い パ ラ メー ター で は ない 。

我 々 は時 間 線量 関 係 の 改善 を 目指 し良 いパ ラ メー ター

を求 め て いる。 それ は酸 素 濃 度 で あ る か も しれ ない し、

又血流 量 かも しれ ない。 も し適 当 なパ ラ メー ター が あ れ

ば、将 来は 至適 な線量 で 、 至適 な 間隔 で 最大 の 効 果 をk

げ る照 射 法(不 均 等分 割 照 射 法)の 開 発 が 可能であろう。

(放 射 線 医 学 講座 助 教授)
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■ 病 理学 第 二 講座 ■ 板 倉 克 明

本教 室 の研 究 テ ー マ は体 質 の研 究 、とくに日本 人の疾 病

素 因の 追求 で あ る。疾病 素 因の 問 題 は、今 まで その 有効 な

解析 法 を 見出 し得 ぬ ま まに放 置 され て きた。 われ われ の

この 問題 に対 す る ア プ ロー チ は免疫 遺 伝 学 的 手法 に よる

もの で あ る。 教 室 員 を紹 介 し よ う。 助 手 の 佐 藤 は 、

腫 瘍 抗 原 に対 す る免疫 応 答 遺 伝 子の存 在 を、世 界で最初 に

示 唆 した仕 事で 有 名で あ る。 せ ん だ って この 論文 の 海外

雑誌 における引用 度 数を調べた ら、 実 に52の 論文 に この 仕

事 が 引用 されて い た。同 じ くRNA腫 瘍 ウイ ル スの 世 界で

当教 室 の 池 田 を知 らな けれ ば そ れは も ぐ りで ある。 当大

学で は 、しがない助 手 だが東大 に行 けば 非常 勤 ながら、れ っ

きと した講 師 で あ る。請 わ れて 東 大 の大 学 院 生 に出張 講

義 に行 って い る。 片桐 は ノーベ ル賞 受賞 者 ポ ー リ ン グの

孫 弟 子に あた る。 した が って 免疫 化学 に強 い。 彼 のBリ

ンパ球 膜 抗 原の 仕 事 は 多くの 注 目を集 め 、 他大 学 の研 究

室 か ら技術 修 得の た めの 短 期研 修 生 、 電 話 に よ る技 術 指

導 の依 頼 など が 多い。 板 倉 は研 究 者 と して は その 最盛 期

をす ぎた.教 室 の俊 秀 の す ぐれ た業績 の喧 伝 者 を以 て 任

じてい る。 ち ょ うどHuxleyがDarwinの 強 力なよう護 者

を以 て 任 じて い た よ うに。 この3年 半 に わ れ わ れ が 海

外の雑 誌 に発 表 した 論 文 数は31で あ る。日本 で も 、も っ と

もア クテ ィ ブ な研 究 室 の 一つ だ と思 って い る。

研 究 はマ ラソ ン と同 じだ 。始 め に トッ プグ ルー プ に入

れ ば 、何 と か その 中で 走 っ て 行 け る。だ が い った ん セ カ ン

ドグルー プ に落 ちこん だ ら、再 び トップ グルー プに這 い あ

が る こ とは容 易 な こ とで は な い。この 新 しい大 学 で 、若 い

俊 英 達 が育 って来 るまで 、彼 らにバ トンを渡 す まで 、と も か

くわれ われ は 全 力疾 走 を続 けね ば な ら ない。 価値 観 が 多
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様 化 して い る現 在 、わ れ われ は 、みず か らが価 値 あ りと思

うこと に全 力 を傾 け る こと 、そこに しか生 きが い を 見出 す

こ とは出 来 ない ので は な い か。研 究 は 「あた まの いい 八」

が や る もの で は ない 。 た いて い の研 究 の 実態 は泥 くさい

もの だ。研究 に必 要 なの は 体 力 と情熱 とそ れ に気迫 だ。

俺 た ちが 一日おこた れば、 日本の免疫遺 伝学の進歩は確

実に 一[だ け遅れ る。 そ う思 って毎 日やってい る、,

(病 理 学 第 二講座 教授)

第2回 体 育 大 会
9月14日(水)秋 空 の もと 、午 前9時 か ら本学 グ ラウ ン

ドで 第2回 体育 大 会(ソ フ トボ ー ル大 会)が 行 われ た。

参 加31チ ーム 、選 手団約300名 、観 客 兼応 援 団 約50名 。

試 合は 双 方声援 ヤ ジの 中打 撃 戦で 進 ん だ。 同 点 の 結 果 ジ

ャ ンケ ンで勝 ちを拾 っ たチ ー ム、 猛打 爆 発で快 勝 す るチ

ー ム な ど種 々様 々
。 この 混 戦の 中 か ら決 勝 にコ マ を進 め

たの は 「ス カ イプ レイヤ ー ズ」 と 「今治 西 高 校」。優 勝 は

堅 い守 りと打 力 に勝 る 「スカ イ プ レイヤ ー ズ」 に決 ま り

午 後4時 半無事 全試合 が終 った 。

(学 生 課)

欝 薬擁

しめ や か に追 悼 法 要
9月22il(木)ノr後211rか ら東本 願寺 旭 川 別院 にお いて

解剖 体追 悼 法 要が行 わ れ ま した。 昨 年9月1日 か ら 今年

8月31日 まで の 間に 御遺 体 を提 供 され医 学 教育 の礎 石 と

な られ た71名 の御芳 名が朗 読 され 、Ill田 学 長 が追 悼 の 辞

を述 べ た あ と、 読経 の流 れ る中 御遺 族30名 、 来 賓19名 、

教職 員40名 及び 学生108名 が次 々 と焼 香 し、 故 人の遺 徳

轄
二 亭夢.

'ki
t

叢

を偲 び冥 福 を祈 念 しま した。 また 、近 文墓地 内 に あ る納

骨 堂 には 御遺 族 をは じめ35名 が 参拝 しま した。

(学 生課)

アメリカの家庭に滞在 して
斎 藤 達 也

私 は夏 季 休 暇 を利 用 し1か 月間渡 米 した 。渡 米 の 目的

は英語 会話 の 習得 と ア メ リカの 文 化 ・生 活 に直 接 触 れ る

事 で あ っ た。私 は9年 前 に も渡 米 した事 が あ る が、 そ の

時 は あ くまで観 光旅 行 で 、直 接 アメ リカの 人 々 ・文 化 に

触 れ る事 は出来 な かっ た。 旅 行 者で あ れば 、国 内旅 行 と

同 じで 、 名所 ・旧跡 を見 た とい うだ け に過 ぎない の で は

ない か と思 えた。 そ こで 今回 はEIL(Experimentin

InternationalLiving)を 通 し、 家 庭 滞 在 が中 心 の渡 米

で あ った 。

EILと は ア メ リカ に本 部 が あ り、 我国 を始 め世 界数十

力国 に支 部 を持 ち、 各国 の 協 会 を通 してexperimentsを

受 け入 れ 、experimentsと 受 け入 れ 家 庭 の 人 々 との相 互

理 解 ・親 睦 を深 め る事 に よ り、世 界平 和 を 目指 す とい う

主 旨 を持 つ組 織 で あ る。 我国 か らは若 人 の参 加 が圧倒 的

に多 い との事 だ が 、他 国 で は年 長 者 の参 加 も多 い と聞 い

て い る。家 庭 滞 在 中の 費 用(例 えば 食費etc.)は 全て受け

入れ家庭 の善 意 でexperimentsの 負 担 は一・切 不用である。

経 済的 な面 か ら受 け入 れ 家庭 は中 流 の上 と い った所 が 多

か った様 で あ る。

往路 ・復路 の10日 間 は 、サ ン フ ラ ンシ スコ 、ニ ュ ー ヨ

ー ク などの 諸 都 市 に2口 間つ つ 滞 在 し
、 残 りの3週 間 フ

ロ リ ダ州 にあ る デー トナ ビー チ の家 庭 に滞在 した 。

私 が滞 在 した マ ーフf一 家 は 、 御主 人 が薬 局 を経 営 し

4人 の 封 共を持 つ 典 型的 な ア メ リカの 中 産階 級 の家 庭 で

あ った。 薬 局 と い って も我 国 と1#k分 異 な り調剤 を主 体

と し、 ベ ッ ト ・車 椅子 な どの レ ンタ ル も行 って い た。 ア

メ リカで は 開 業医 が薬 を売 る事 は殆 ど な く、 医 師 の書 い

た処 方箋 を患 者 が薬 局 に持 参 し調 剤 して も ら う とい う シ

ス テ ム を取 って い る。 この 為医 者の 出 した処 方箋 が適 切

な もの で あ るか ど うかチ エ ッ ク きれ るので 、 最近 我匡1で

問題 に なっ てい る"薬 漬 け"と い う事 も 防il二出来 る との

事で あっ た。 この根 底 には健 康 保 険 制 度 ・医師 の 技術

に対 す る評 価 の相 異 な どが あ る と思 わ れ る。 紙 面 に も

限 りが あ るので 、 この辺 で ア メ リカの 全 体的.と は い っ

て も私 の 滞 在中 の僅 か な経験 を通 して で あ るが一 な印 象

躍

一6一



一

につ い て述 べ た い とF{1.c,う。 先ず 国 一1二は広 く美 し くそ して

人 々はLI/・G3JXLで人 なつ こ く親 切で あ った。 シ ョッピ ン グセ

ンター に行 って も我国 で 手に 入 ら ない物 はほ とん どな か

っ たが 、 その種 類 の 豊富 さに は驚 か され た。 その 反 面 実

に無駄 の 多い国 で あ る。例 え ば昼 食 の時 よ く使 い捨 て の

紙皿 を使 う。 これ は皿 を洗 うの が 面倒 だ か らとの 事 で あ

った。 又、医 学 生 と して 気 に な ったの は肥満 の 人 が非 常

に 多い 事で あ った。 物 質 の 面で も肥 満 につ いで も我国 が

ア メ リカに近 づ きっ っ あ る 事は 私 の気 に なっ た事で ある。

3週 闇 の滞 在 を終 えて デ ー トナ ビーチ を発っ 時 、 目頭

が熱 く なった。 そ して私 は新 しい 両親 ・兄 弟 がア メ リ カ

に出来 た んだ と思 わず に は い られ な かっ た 。

(第5学 年 学 生)

㊧懸

』 繍 .冨

附属病院の利用について

本学学生の診療 について、次のよ うな措 置がとられる

よ うになりましたので、附属病院 を利用す る場 合は、事

前に各科外来の診療 日等 を確 かめ、保険証 と印鑑及び以

前に本院 を利用 したことのある者は、診療券 と診療予約

票 を持 参の うえ学生課厚生係まで申 し出て くだ さい。

本学学生が疾病 にかか り、又は負傷 した場合で、学校

医(又 は学校医代理 者)が 、本院での、診療の必要 を認

めた者に限 り、該当診療科長の診療所見に基づ く、申請

により、患者等の承諾 を得て病院長が校費負担患者 とし

て指定す ることがで きます。

校費負担患者として指定 された場合は、本院がその診

療に要した費用の うち患 者負担 分の費用については、校

費負担 となります。ただ し、初診 料及び文書料について

は、患者負担となります。

その他詳細につ いては、";課 厚生係に問い合わせくだ

さい。

各 科 外 来 診 療 日

区 分 )1 火 水 木 金 土 区 分 月 火 水 木 金 土

第1内 科 0 D O ⑭ 皮 膚 科 ⑰ ㊥ 0 0

第2内 科 0 ⑭ O ⑭ 泌 尿器科 O c ⑭ ⑭

第3内 科 ⑭ O ⑭ 0 眼 科 0 O O

精神科神経科 O 0 O 耳鼻咽喉科 ㊥ ⑰ ⑭ ⑰ 0

小 児 科 O U ⑭ 0 c ㊨ 産科婦人科 0 D 0 ⑰ O

第1外 科 O 0 O 放射 線 科 0 O 0

第2外 科 n U O 麻 酔 科 0 0 Q ⑭

整 形 外 科 O ⑭ 0 ㊨ 歯科口腔外科

○初診再診共に行 う口

⑤初診のみ行 う日

㊥再診 のみ行 う日

昭和52年 度

8時40分 一10時30分

8時40分 ～11時00分

(学 生 課)

学生団体

本学では現在、体育系31、 文化系22の 学生団体が活発

に活 動 を行 って い ます 。

各サー クルの責任者等は次のとおりです から、加入 を

希望す る学生諸君は、直接責任者宛連絡 して くだ さい。

(学生課〉

昭和52年 度 学生団体一覧

(昭和52年10月19日 現在)

体育 系学 生岡体 文化 系学 生団体 合 、言1

団 体 数

加 入学 生数

31

547

22

265

53

812

(体 育 系)

体 育 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧 問 教 官

ラグ ビー フ ッ トボー ル部 26 横由 良伸 鮫島 夏樹

硬 式 テ ニ ス 部 34 相沢 浩 松嶋 少 二

準 硬 式 野 球 部 23 稲葉 稚史 池田 浩之

バ レ ー ボ ー ル 部 16 出崎 卓見 倉橋 昌司

バ ド ミ ン ト ン 部 40 小原 敦史 晴山 推寛

徒 歩 旅 行 の 会 15 宮武 泰正 笹森 秀雄

陸E競 技 ク ラ ブ 10 新ケ江 正 美 甘 和哉

空 手 道 部 15 猪俣 光孝 佐藤 利宏

山 岳 部 20 石川 直 八幡 剛浩

卓 球 部 is 森本 典雄 岩渕 次郎

弓 道 部 20 森川 秋 月 黒島 展 汎

剣 道 部 15 道薮 裕 原 田 ・典

洋 弓 部 7 宮内 秀明 丸 チ 基 夫

柔 道 部 i2 石 川 裕 司 青木 藩

サ ッ カ ー 部 17 櫛部 朗 水戸 麺郎

バ ス ケ ッ トボ ー ル 部 13 宮津 誠 平塚 寿章

ス キ ー 部 31 細川誉 至雄 東 匡f申

ボ デ イ ビ ル デ イ ン グ 10 佐藤 守彦 芳 賀 宏 光

ゴ ル フ 部 26 橋本 史生 斎藤 孝成

少 林 寺 拳 法 部 16 言i良 基 治 竹光 義治

自 動1鋒 部 15 三 上 淳 一 晴 山 稚寛

ア ドベ ンチ ャー ク ラ ブ 15 町田 光司 竹光 義治

ソフ トボ ー ル同 好 会 11 船井 守 天 羽 一夫

サ イク リ ング愛 好 会 8 福田 真也 今川 民雄

軟 式 テ ニ ス 愛 好 会 14 竹居田和之 宮岸 勉

基 礎 ス キ ー 同 好 会 11 福田 真也 関 口 定 美

大東流合気武 道 クラブ 9 星川 義 人 中島 進

硬 式 テ ニ ス 同 好 会 24 丸 山 純 一 河原林忠男

女fバ ル ー 部 17 藤野 ま ど か 吉岡

ス ポ ー ツ 愛 好 会 18 二好 幸宣 石井 兼央

ス イ ミ ン グ ク ラ ブ 21 家久 勅男 竹光 義 治
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(文 化 系)

文 化 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧 問 教 官

写 真 部 15 鈴木 伸治 星野 了介

軽 音 楽 ク ラ ブ 15 吉村 信 一 郎 岡田 雅勝

音 楽 集 団 飛 行 船 13 長谷部直幸 市原 和夫

医 療 研 究 会 35 井戸川篤志 鮫島 夏樹

英 会 話 ク ラブECC 20 加藤 一・哉 保坂 明郎

落 語 研 究 会 12 石橋 隆治 仲西 忠之

脳 研 究 会 6 宮坂 史路 青木 藩

茶 道 部 13 吉田干登美 吉田 征子

天 文 ク ラ ブ 15 1二藤 伸 一 今川 民雄

うたこえサーク,レ「ぼうふ らJ 10 長嶋 知明 安孫子 保

聖 書 を 読 む 会 4 今村 昌幹 黒 田 一 秀

チエリー ・パ ーツ ・クラブ ・バ ンド 14 藤沢 真 高村 孝夫

宇 宙 物 理 研 究 会 6 藤 井 宏 一 河原林忠男
「桟 敷」 文 の 会

一
21 伊東 隆雄 岡田 雅勝

JAZZ研 究 会 6 宮 田 昌f申 末永 通
ロ ツ ク 研 究 会

一 13 原渕 保明 岡田 雅勝

映 画 研 究 会 6 片山 道弘 岡田 雅勝

ド イ ツ 語 研 究 会 7 辻 和之 丸子 基 夫.

将 棋 部
一

10 大島 英二 上口勇次郎

料 理 研 究 会
『 7 布村 健 一・ 市原美喜子

室 内 遊 技 研 究 会 15 佐 々木 公則 寺山 和辛

児童文化研究サークル河童 z 豊 口 晶 岩渕 次郎

日本医学会総会準備すすむ

昭和54年4月7日(土)か ら4月9日(月)ま で 、3日 間

にわ た って 開催 され る予 定 の 第20回 日本 医学 会 総会 の 役

員 、標 語 等 が、 次の とお り決 定 しま した。

1.総 会役 員

区 分 科 目 所 属 氏 名

会 頭 (慈恵医大) 故樋 ロ ー成

副 会 頭 泌尿器科 東 京 大 学 高安 久雄

副 会 頭 生 理 慶 応 大 学 塚田 裕三

準 備 委di長 内 科 慈 恵 医 大 上田 泰

副準備委員長 形成外科 慈 恵 医 大 丸毛 英 二

2,総 会内容

学術講演の3本 柱 〔1)医学の進歩 〔2)実地医学のた

めに(3)未 来の医学

展示:4部 門:(学 術)(器 機)(薬 品)(視 聴 覚

医 書)有 益なテーマ展示 を計画

3.総 会の特色一未 来指向型 の総会である一

4.標 語 明日の医学 をひ らく一 創造と実践

(学生課)

癬 黙 鰹憩む言:3讐醗1亨拠 亀ぺ畷慰 慰 璽き1聯i脈顧 難:さε曜 濫 累室濃 魏凝薯欝5譲 …拘載 弓…顎葦鞭 玉≧塒 聡 矯 堵襯 穂嬉i藩鞍 韓

葱 糾
一ソ連 にお ける高等教 育の 一断 面 一

森 茂 美

ソ連においては優秀 な素養 を持っ志願者が、高等教育

機関の中でもとくに数理系の分野に集 まると言われる。

その理 由の1っ として高等教育への適格者を探 し出す努

力が個 々の教育機関の レベルと言 うよ りも、むしろ専門

研究 者の レベルで別 な角 度からな されていることがあげ

られる。

数学 を例 にとると、数学の研究者で もあ り教育者で も

ある尊門家が 一般的教養雑誌 に懸賞 問題を出題する。数

学に関心を持つ学生は解答 を幽題者宛 に郵送す る。 しか

しそれだけでは誰 が解答したかは不明確 なので、あるレ

ベル以L解 答で きたもの をモス クワに集め、再びより高

度な問題を課する.そ の場合個 人的 な面接 も含まれ能 力

のあるものを 一人で も多く発堀 しよ うとする努 力がなさ

れる。

日本とはことなりソ連では高等教育庁 が教育を、科学

アカデ ミーが研究 を担 当しているが、先程の数学の出題

者は 多くの場 合科学アカデ ミー所属研究所の研究者であ

ると言 う。彼等は優秀 な素質をもつ学生を誰 よりも早 く

発堀 し、大学院学生または研究 助手 として直接研究所に

採用するが、徹底 しているのは優秀 さの度合いに比例 し

て奨 学 金 等の 給 付額 が異 な る こ とで あ る。

この よ うに学 生 の能 力 を充 分 に 引 き出 し、 優秀 な研究

者 に育 て ヒげ る仕 組 み が ソ連 で の 高 等教育 の一 断面 で あ

る。 当然 学年 を とび こ えて 進 級 して く るもの もか な りそ

の 中 には 含 ま れて い る。 理 数 系 に お いて は と くに その 発

想 の若 さが 要求 され る よ うで も あ る。

医 学 の 分 野で の 高 等教 育 は 医師 の 養 成 と研 究 者 と して

の医 師 の養 成の:面 性 をか か え て い る.前 者 の 点 に関 し

て は 高級 医療 技術 者養 成 の 観 が強 い。 医学 にお いて は 充

分 な 用意 もな くヒ トを対 象 と した研 究 を直接 的 に進 め る

こ とは不 可能 で あ る。 した が っ て研 究 者 と して の医 師 の

養 成 を単純 に理 数 系 に お け るそ れ と比 較 す る こ とはで き

な い。

いず れ の分 野 にお いて も 自己 の持 っ 能 力 をい か な る研

究 者 にいつ 発 見 して も ら え るか に よ って 、 その未 来 が変

化 す る共 通性 を持 っ てい る。 高 等教 育 を うけ るす な わ ち

研究 者 と しての 道 を進 め る とい うこ とは 、個 人 に と って

は研 究 の 自由 を保障 され た こと に 、国 の 立場 か らみ る と

研 究 者は 国 の貴 重 な 財産 と考 え られ るわ けで あ る。

一 方 高 等教 育 を直 ち に受 け る能 力 を持 た ない と判 断 さ

れ た志 願 者 に は 二年 間の 軍 役 が待 って い る。 軍 役後 再 び

高 等教 育 を うけ る機会 は 与 え られ るの だ が 、志願 者 また

志 願者 を侍つ 親 には あ る意味 でallornoneの 可能 性 し

か残 らな くな るの で あ る。

(生 理 学 第二講 座 教授)

窓外カッ トはSt.Sophia'sCathedral(KIEVCITY)
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